
(57)【要約】

【課題】睡眠時無呼吸症候群の診断のために複数台が同

時に使用されるセンサにおいて、装着性の良好な物理的

配線を伴わずに独立に動作することが可能なセンサを用

いても、各センサのセンシングデータ間の同期を確保し

て、正確な診断が行えるようにする。

【解決手段】鼻呼吸量を計測する温度センサＳ１、口呼

吸量を計測する温度センサＳ２、いびき音を計測する小

型音響センサＳ３は、電池およびデータの記憶部を内蔵

している記録装置Ｓ１０に接続される。一方、血中酸素

濃度を計測する光センサＳ４、胸部運動を計測する加速

度センサＳ５および腹部運動を計測する加速度センサＳ

６は、それぞれが電池およびデータの記憶部を内蔵して

いる。前記記録装置Ｓ１０およびセンサＳ４～Ｓ６に対

して、患者に貸与する前に、親機Ｓ０によって時計合せ

を行い、収集されたデータは、親機Ｓ０を介して集計装

置Ｐに吸い上げられ、同時刻でのデータの比較が可能に

なる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 の 診 断 の た め に 複 数 台 が 同 時 に 使 用 さ れ る 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 用 セ ン
サ に お い て 、
　 セ ン シ ン グ 部 と 、
　 時 計 部 と 、
　 記 憶 部 と 、
　 前 記 時 計 部 の 刻 時 動 作 に 応 答 し 、 予 め 定 め る 周 期 で 前 記 セ ン シ ン グ 部 に セ ン シ ン グ を 行
わ せ て 、 最 初 の セ ン シ ン グ デ ー タ を 前 記 時 計 部 の 時 刻 デ ー タ に 対 応 付 け て 前 記 記 憶 部 に 格
納 し 、 そ の 後 の 前 記 セ ン シ ン グ 部 の セ ン シ ン グ デ ー タ を 前 記 記 憶 部 に 格 納 し て ゆ く と と も
に 、 外 部 入 出 力 端 か ら 入 出 力 さ れ る 同 期 信 号 に 応 答 し て 、 前 記 時 計 部 の 時 刻 合 せ を 行 う 制
御 部 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 用 セ ン サ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 口 鼻 フ ロ ー セ ン サ 、 い び き 音 セ ン サ 、 血 中 酸 素 濃 度 セ ン サ 、 胸 部 運 動 セ ン サ お よ び 腹 部
運 動 セ ン サ の 少 な く と も ２ つ 以 上 の 組 合 わ せ か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 用 セ ン サ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 用 セ ン サ に 、 一 式 の 該 睡 眠 時 無
呼 吸 検 査 用 セ ン サ を 収 納 す る こ と が で き る 収 納 部 を 有 し 、 収 納 状 態 で 前 記 各 セ ン サ の セ ン
シ ン グ デ ー タ を 収 集 す る と と も に 、 前 記 同 期 信 号 を 出 力 す る 親 機 を 備 え て 成 る こ と を 特 徴
と す る 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 （ Ｓ Ａ Ｓ ： Sleep apnea syndrome） の 診 断 の た め に 使 用
さ れ る セ ン サ お よ び そ れ を 備 え て 成 る 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 前 記 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 は 、 睡 眠 障 害 の ひ と つ と 考 え ら れ て お り 、 そ の 検 査 に は 、 睡 眠
ポ リ グ ラ フ ィ ー と ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 装 置 と の ２ 種 類 が あ る 。 前 記 ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 装
置 で は 、 睡 眠 ポ リ グ ラ フ ィ ー で 用 い ら れ る 多 数 の 生 体 計 測 セ ン サ の う ち の い く つ か 、 た と
え ば い び き 音 セ ン サ 、 口 鼻 気 流 セ ン サ 、 動 脈 血 酸 素 飽 和 度 セ ン サ 、 胸 部 運 動 セ ン サ お よ び
腹 部 運 動 セ ン サ な ど が 用 い ら れ 、 こ れ ら の セ ン サ か ら 得 ら れ た 各 セ ン シ ン グ デ ー タ の 変 化
率 や デ ー タ 間 の 相 関 性 な ど の 特 徴 を 分 析 し て 、 診 断 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 複 数 の セ ン サ で 計 測 す る こ と に よ っ て 、 単 独 の セ ン サ の セ ン シ ン グ 結 果 よ り
も 診 断 精 度 が 向 上 す る こ と が 期 待 で き る 。 前 記 ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 で は 、 こ れ ら の セ ン サ
が 医 療 機 関 か ら 患 者 へ 貸 与 さ れ 、 患 者 は 、 自 宅 で 装 着 し て 、 一 晩 の 睡 眠 中 の デ ー タ を 採 取
し 、 後 日 に 医 療 機 関 に 持 参 し て 、 専 門 家 に 分 析 ・ 診 断 を 仰 ぐ こ と が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 各 セ ン サ の セ ン シ ン グ デ ー タ は 、 そ れ ら の セ ン サ が 繋 が っ て い る デ ー タ 記 録 装 置
に 送 信 さ れ る 。 特 許 文 献 １ に は 、 前 記 デ ー タ 記 録 装 置 を 患 者 の 腰 部 に 装 着 し 、 そ の デ ー タ
記 録 装 置 側 に 信 号 処 理 の 回 路 な ど を 内 蔵 す る こ と で 、 セ ン サ 部 分 を コ ン パ ク ト に し 、 前 記
自 宅 で の デ ー タ の 採 取 を 可 能 に す る 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ０ ０ ０ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 で は 、 多 数 の セ ン サ は 、 配 線 に よ っ て デ ー タ 記 録 装 置 に 接
続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 セ ン サ 数 が 増 加 す る 程 、 配 線 は 、 複 雑 に 絡 み あ う こ と に な り
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、 装 着 性 が 悪 い だ け で な く 、 結 線 忘 れ や 誤 結 線 な ど に よ り 正 確 な 計 測 が で き な い 可 能 性 が
あ る 。 ま た 、 睡 眠 中 の 姿 勢 が 変 化 す る と 、 そ れ ら 複 雑 な 配 線 の た め に 、 セ ン サ が 身 体 か ら
外 れ た り 、 デ ー タ 記 録 装 置 か ら 配 線 が 抜 け 落 ち た り す る 可 能 性 も あ り 、 デ ー タ 記 録 が 不 安
定 に な る 恐 れ が あ る 。 睡 眠 中 は 、 線 が 抜 け る 、 な ど の 不 具 合 に 気 付 か な い の で 、 配 線 の 引
き 回 し に は 配 慮 が 必 要 で あ る 。 配 線 が 外 れ な い よ う に 姿 勢 を 拘 束 す る と 、 日 常 の 睡 眠 を 妨
げ る 恐 れ が あ る 。 こ の よ う な 問 題 は 、 医 療 機 関 で の 睡 眠 検 査 で は 、 検 査 担 当 者 が 待 機 し て
い る た め に 心 配 す る 必 要 が な か っ た が 、 在 宅 検 査 に お い て は 、 患 者 自 身 が 計 測 装 置 に 熟 練
し て い な い た め に 、 自 ら の ミ ス に 気 付 か ず 、 得 ら れ た 計 測 デ ー タ の 信 頼 性 が 低 い 場 合 に は
さ ら に も う 一 晩 計 測 を し 直 す 、 と い う 手 間 が か か る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 セ ン サ の 小 型 化 に よ っ て セ ン サ に 送 信 機 を 搭 載 し 、 デ ー タ 記 録 装 置 へ の デ ー タ
の 送 信 を 無 線 化 す る こ と で 配 線 を 除 去 す る こ と も 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 患 者 宅 の 寝
室 に 障 害 物 が あ っ た り 、 ま た 患 者 の 姿 勢 変 化 が 大 き か っ た り す る と 、 デ ー タ 記 録 装 置 は 、
安 定 し た 受 信 を 行 え ず 、 こ れ に よ っ て も ま た デ ー タ 記 録 が 不 安 定 に な る 恐 れ が あ る 。 た と
え ば 、 呼 吸 が 検 出 さ れ な い 場 合 、 本 当 に 呼 吸 し て い な い の か 、 単 に 受 信 で き な か っ た の か
の 区 別 が つ か ず 、 診 断 に 影 響 が 生 じ る 。 通 信 品 質 を 向 上 す る た め に 送 信 電 力 を 大 き く す る
と 、 電 池 が 大 き く な っ て セ ン サ が 重 く な り 、 身 体 に 貼 付 け た セ ン サ が 外 れ 易 く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 各 セ ン サ で デ ー タ を 記 録 し 、 後 に 取 出 す よ う に す る と 、 配 線 が な く な っ て 各 セ ン
サ は 、 物 理 的 に 独 立 す る こ と に な り 、 煩 雑 性 は 、 改 善 さ れ る 。 し か し な が ら 、 各 セ ン サ 間
の 時 間 的 関 係 が ば ら ば ら に な り 、 各 セ ン サ の デ ー タ 間 の 相 関 性 を 見 る こ と が で き ず 、 正 確
な 診 断 を 行 え な く な っ て し ま う と い う 問 題 も あ る 。 具 体 的 に は 、 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 の 診
断 で は 、 １ ０ 秒 以 上 の 無 呼 吸 の 発 生 頻 度 を カ ウ ン ト す る の で 、 複 数 の 計 測 デ ー タ よ り 総 合
的 に 診 断 を 行 う 無 呼 吸 検 査 に お い て は 、 各 セ ン サ 間 で の １ ０ 秒 程 度 の 誤 差 は 、 致 命 的 な 影
響 を 与 え る 。 特 に 、 胸 部 運 動 セ ン サ と 腹 部 運 動 セ ン サ と が 一 緒 に 上 下 し て い れ ば 正 常 に 呼
吸 が 行 わ れ て い る も の と 判 断 で き 、 相 互 に 逆 相 で 上 下 し て い れ ば 、 無 呼 吸 で 空 気 が 入 っ て
来 て い な い の に 横 隔 膜 は 、 動 い て い る も の と 判 断 で き 、 し た が っ て 、 た と え ば １ ２ （ 回 ／
分 ） の 呼 吸 数 で 、 １ 周 期 が ５ 秒 と す る と 、 デ ー タ 間 で ２ ． ５ 秒 の ず れ が あ る と 、 診 断 が 逆
転 し て し ま う こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 装 着 性 の 良 好 な 物 理 的 配 線 を 伴 わ ず に 独 立 に 動 作 す る こ と が 可 能 な セ
ン サ を 用 い 、 各 セ ン サ の セ ン シ ン グ デ ー タ 間 の 同 期 を 確 保 し て 、 正 確 な 診 断 を 行 う こ と が
で き る 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 用 セ ン サ お よ び 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 用 セ ン サ は 、 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 の 診 断 の た め に 複 数 台 が 同
時 に 使 用 さ れ る 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 用 セ ン サ に お い て 、 セ ン シ ン グ 部 と 、 時 計 部 と 、 記 憶 部
と 、 前 記 時 計 部 の 刻 時 動 作 に 応 答 し 、 予 め 定 め る 周 期 で 前 記 セ ン シ ン グ 部 に セ ン シ ン グ を
行 わ せ て 、 最 初 の セ ン シ ン グ デ ー タ を 前 記 時 計 部 の 時 刻 デ ー タ に 対 応 付 け て 前 記 記 憶 部 に
格 納 し 、 そ の 後 の 前 記 セ ン シ ン グ 部 の セ ン シ ン グ デ ー タ を 前 記 記 憶 部 に 格 納 し て ゆ く と と
も に 、 外 部 入 出 力 端 か ら 入 出 力 さ れ る 同 期 信 号 に 応 答 し て 、 前 記 時 計 部 の 時 刻 合 せ を 行 う
制 御 部 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 の 診 断 の た め に 複 数 台 が 同 時 に 使 用 さ れ る セ
ン サ に お い て 、 各 セ ン サ は 、 セ ン シ ン グ 部 に 、 そ の セ ン シ ン グ デ ー タ を 格 納 す る 記 憶 部 を
備 え 、 物 理 的 配 線 を 伴 わ ず に 独 立 に 動 作 す る こ と が 可 能 な セ ン サ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 診 断 に あ た っ て 必 要 に な る 各 セ ン サ の セ ン シ ン グ デ ー タ 間 の 同 期 は 、 制 御 部 が 、 時 計 部
の 刻 時 動 作 に 応 答 し 、 予 め 定 め る 周 期 で セ ン シ ン グ 部 に セ ン シ ン グ を 行 わ せ て 、 最 初 の セ
ン シ ン グ デ ー タ を 時 計 部 の 時 刻 デ ー タ に 対 応 付 け て 記 憶 部 に 格 納 し 、 そ の 後 の セ ン シ ン グ
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部 の セ ン シ ン グ デ ー タ を 記 憶 部 に 格 納 し て ゆ く よ う に し 、 そ し て 、 そ の 時 計 部 の 時 刻 を 、
制 御 部 が 、 外 部 入 出 力 端 か ら 入 出 力 さ れ る 同 期 信 号 に 応 答 し て 合 せ る こ と で 確 保 す る 。 こ
の 時 刻 合 せ は 、 外 部 に 設 け た 親 機 か ら の 同 期 信 号 を 外 部 入 力 端 か ら 制 御 部 に 入 力 す る こ と
で 行 わ れ て も よ く 、 或 い は 、 他 の セ ン サ を 接 続 し 、 一 方 の セ ン サ の 外 部 出 力 端 か ら 他 方 の
セ ン サ の 外 部 入 力 端 へ 同 期 信 号 を 出 力 す る こ と で 、 セ ン サ 間 で 行 わ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し た が っ て 、 装 着 性 の 良 好 な 物 理 的 配 線 を 伴 わ ず に 独 立 に 動 作 す る こ と が 可 能 な セ ン サ
を 用 い 、 各 セ ン サ の セ ン シ ン グ デ ー タ 間 の 同 期 を 確 保 し て 、 正 確 な 診 断 を 行 う こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 用 セ ン サ は 、 口 鼻 フ ロ ー セ ン サ 、 い び き 音 セ ン サ 、 血
中 酸 素 濃 度 セ ン サ 、 胸 部 運 動 セ ン サ お よ び 腹 部 運 動 セ ン サ の 少 な く と も ２ つ 以 上 の 組 合 わ
せ か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 口 鼻 フ ロ ー セ ン サ お よ び い び き 音 セ ン サ は 、 顔 面 近 く に 装 着 さ れ
る の で 、 長 い 配 線 が 無 い こ と で 良 好 な 装 着 感 を 得 る こ と が で き 、 胸 部 運 動 セ ン サ お よ び 腹
部 運 動 セ ン サ は 、 姿 勢 の 変 化 に 対 し て も 、 前 記 配 線 が 無 い こ と で 身 体 か ら 剥 が れ 難 く 、 前
記 配 線 を 無 く す こ と の 効 果 が 大 き い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 の 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 装 置 は 、 前 記 の 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 用 セ ン サ に 、
一 式 の 該 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 用 セ ン サ を 収 納 す る こ と が で き る 収 納 部 を 有 し 、 収 納 状 態 で 前
記 各 セ ン サ の セ ン シ ン グ デ ー タ を 収 集 す る と と も に 、 前 記 同 期 信 号 を 出 力 す る 親 機 を 備 え
て 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど の セ ン シ ン グ デ ー タ を 解 析 す る 手 段
を 親 機 に 接 続 す る だ け で 各 セ ン サ の セ ン シ ン グ デ ー タ を 収 集 す る こ と が で き る と と も に 、
各 セ ン サ を 親 機 に 収 納 状 態 で 、 一 括 し て 時 刻 合 せ を 行 う こ と が で き 、 利 便 性 （ 操 作 性 ） を
向 上 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 用 セ ン サ で は 、 以 上 の よ う に 、 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 の 診 断 の
た め に 複 数 台 が 同 時 に 使 用 さ れ る セ ン サ に お い て 、 各 セ ン サ は 、 セ ン シ ン グ 部 に 、 そ の セ
ン シ ン グ デ ー タ を 格 納 す る 記 憶 部 を 備 え 、 物 理 的 配 線 を 伴 わ ず に 独 立 に 動 作 す る こ と が 可
能 な セ ン サ か ら 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 診 断 に あ た っ て 必 要 に な る 各 セ ン サ の セ ン シ ン グ デ
ー タ 間 の 同 期 は 、 制 御 部 が 、 時 計 部 の 刻 時 動 作 に 応 答 し 、 予 め 定 め る 周 期 で セ ン シ ン グ 部
に セ ン シ ン グ を 行 わ せ て 、 最 初 の セ ン シ ン グ デ ー タ を 時 計 部 の 時 刻 デ ー タ に 対 応 付 け て 記
憶 部 に 格 納 し 、 そ の 後 の セ ン シ ン グ 部 の セ ン シ ン グ デ ー タ を 記 憶 部 に 格 納 し て ゆ く よ う に
し 、 そ し て 、 そ の 時 計 部 の 時 刻 を 、 制 御 部 が 、 外 部 入 出 力 端 か ら 入 出 力 さ れ る 同 期 信 号 に
応 答 し て 合 せ る こ と で 確 保 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ れ ゆ え 、 装 着 性 の 良 好 な 物 理 的 配 線 を 伴 わ ず に 独 立 に 動 作 す る こ と が 可 能 な セ ン サ を
用 い 、 各 セ ン サ の セ ン シ ン グ デ ー タ 間 の 同 期 を 確 保 し て 、 正 確 な 診 断 を 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に ま た 、 本 発 明 の 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 装 置 は 、 以 上 の よ う に 、 前 記 の 睡 眠 時 無 呼 吸 検
査 用 セ ン サ に 、 一 式 の 該 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 用 セ ン サ を 収 納 す る こ と が で き る 収 納 部 を 有 し
、 収 納 状 態 で 前 記 各 セ ン サ の セ ン シ ン グ デ ー タ を 収 集 す る と と も に 、 前 記 同 期 信 号 を 出 力
す る 親 機 を 備 え て 成 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ れ ゆ え 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど の セ ン シ ン グ デ ー タ を 解 析 す る 手 段 を 親 機 に 接
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続 す る だ け で 各 セ ン サ の セ ン シ ン グ デ ー タ を 収 集 す る こ と が で き る と と も に 、 各 セ ン サ を
親 機 に 収 納 状 態 で 、 一 括 し て 時 刻 合 せ を 行 う こ と が で き 、 利 便 性 （ 操 作 性 ） を 向 上 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に 係 る 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 装 置 １ の 概 略 的 構 成 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 装 置 １ は 、 同 時 に 使 用 さ れ る 複 数 の セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ６ に
、 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び 親 機 Ｓ ０ を 備 え て 構 成 さ れ る 。 親 機 Ｓ ０ に は 、 医 療 機 関 に お い て
、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど の 集 計 装 置 Ｐ が 接 続 さ れ 、 後 述 す る よ う に し て こ の 集 計 装
置 Ｐ に 集 計 さ れ た デ ー タ か ら 、 医 師 が Ｓ Ａ Ｓ の 症 状 を 診 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ の 例 で は 、 セ ン サ は 、 鼻 呼 吸 量 を 計 測 す る 温 度 セ ン サ Ｓ １ 、 口 呼 吸 量 を 計 測 す る 温
度 セ ン サ Ｓ ２ 、 い び き 音 を 計 測 す る 小 型 音 響 セ ン サ Ｓ ３ 、 血 中 酸 素 濃 度 を 計 測 す る 光 セ ン
サ Ｓ ４ 、 胸 部 運 動 を 計 測 す る 加 速 度 セ ン サ Ｓ ５ お よ び 腹 部 運 動 を 計 測 す る 加 速 度 セ ン サ Ｓ
６ の ６ つ の セ ン サ を 示 し て い る け れ ど も 、 そ れ ら の 少 な く と も ２ つ 以 上 が 組 合 わ せ て 用 い
ら れ る 。 セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ３ は 、 セ ン シ ン グ 部 分 だ け で 構 成 さ れ て お り 、 電 池 お よ び デ ー タ
の 記 憶 部 を 内 蔵 し て い る 記 録 装 置 Ｓ １ ０ に 接 続 さ れ て 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る セ ン サ が
構 成 さ れ て お り 、 こ れ ら の セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ３ お よ び 記 録 装 置 Ｓ １ ０ へ は 、 外 部 か ら の 物 理
的 配 線 が 無 く 、 単 独 で 使 用 可 能 で あ る 。 こ れ に 対 し て 、 セ ン サ Ｓ ４ ～ Ｓ ６ は 、 そ れ ぞ れ が
電 池 お よ び デ ー タ の 記 憶 部 を 内 蔵 し て お り 、 そ れ ら へ は 物 理 的 配 線 が 無 く 、 単 独 で 使 用 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ は 、 鼻 呼 吸 量 を 計 測 す る 温 度 セ ン サ Ｓ １ 、 口 呼 吸 量 を 計 測 す る 温 度 セ ン サ Ｓ ２ お よ
び い び き 音 を 計 測 す る 小 型 音 響 セ ン サ Ｓ ３ の 装 着 状 況 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 鼻 呼 吸 量
を 計 測 す る 温 度 セ ン サ Ｓ １ お よ び 口 呼 吸 量 を 計 測 す る 温 度 セ ン サ Ｓ ２ は 、 患 者 １ ０ の 鼻 の
下 の 部 分 １ ２ に 貼 付 け ら れ 、 呼 気 の 通 過 に よ る 温 度 変 化 か ら 呼 吸 量 を 計 測 す る 。 そ れ ら の
温 度 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ は 、 共 通 の 配 線 Ｌ １ を 介 し て 前 記 記 録 装 置 Ｓ １ ０ に 接 続 さ れ る 。 前
記 い び き 音 を 計 測 す る 小 型 音 響 セ ン サ Ｓ ３ は 、 小 型 の マ イ ク ロ フ ォ ン か ら 成 り 、 患 者 １ ０
の 喉 の 部 分 １ ３ に 貼 付 け ら れ 、 配 線 Ｌ ３ を 介 し て 前 記 記 録 装 置 Ｓ １ ０ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 前 記 記 録 装 置 Ｓ １ ０ は 、 図 ２ （ ａ ） で 示 す よ う に 患 者 １ ０ の 耳 部 １ １ に 装 着 さ
れ た り 、 図 ２ （ ｂ ） で 示 す よ う に 衣 服 ２ １ の ポ ケ ッ ト ２ ２ に 収 納 さ れ た り 、 図 示 し な い が
衣 服 の 肩 部 分 に 貼 付 け ら れ た り す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ ら の セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ３ は 、 患 者 １ ０ の 顔 面 近 く に 装 着 さ れ る の で 、 長 い 配 線 が 無 い
こ と で 良 好 な 装 着 感 を 得 る こ と が で き る 。 こ こ で 、 配 線 Ｌ １ ， Ｌ ３ が 存 在 す る が 、 特 に 温
度 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ は 、 患 者 １ ０ の 呼 気 に 晒 さ れ る の で 、 セ ン シ ン グ 部 分 を 一 体 化 し て 貼
付 け る よ う に し 、 呼 吸 の 邪 魔 に な っ た り 、 大 型 化 し て 湿 気 で 剥 が れ た り す る こ と が な い よ
う に な っ て お り 、 短 距 離 の 配 線 Ｌ １ が 存 在 し て も 、 温 度 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ 側 に 記 憶 部 を 設
け る よ り 有 利 で あ る 。 こ れ に 合 わ せ て 、 前 記 温 度 セ ン サ Ｓ １ ， Ｓ ２ と は 、 比 較 的 近 距 離 に
配 置 さ れ る 小 型 音 響 セ ン サ Ｓ ３ も 、 音 響 を 採 取 す る た め に サ ン プ リ ン グ 周 波 数 お よ び ビ ッ
ト 数 が 大 き く 、 電 池 お よ び 記 憶 部 を 前 記 マ イ ク ロ フ ォ ン に 一 体 化 す る と 大 型 化 す る の で 、
短 距 離 の 配 線 Ｌ ３ を 介 し て 前 記 記 録 装 置 Ｓ １ ０ に 接 続 さ れ 、 該 記 録 装 置 Ｓ １ ０ が 共 用 化 さ
れ て い る 。 こ う し て 、 セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ３ は 、 有 線 で 記 録 装 置 Ｓ １ ０ に 接 続 さ れ る が 、 睡 眠
中 の 体 動 の 影 響 を 受 け に く い よ う に 、 そ れ ら の 間 は 、 距 離 が 近 く な る よ う な 単 位 で ま と め
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 図 ３ は 、 血 中 酸 素 濃 度 を 計 測 す る 光 セ ン サ Ｓ ４ の 装 着 状 況 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ
る 。 こ の 光 セ ン サ Ｓ ４ は 、 図 ３ （ ａ ） で 示 す よ う に 患 者 １ ０ の 人 差 し 指 １ ４ の 先 端 部 に 装
着 さ れ 、 そ の 先 端 部 中 に 赤 色 お よ び 赤 外 光 を 透 過 さ せ 、 流 れ る 血 液 の ヘ モ グ ロ ビ ン と 酸 化

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-320731 A 2006.11.30



ヘ モ グ ロ ビ ン と の 吸 光 度 の 差 か ら 、 血 中 酸 素 濃 度 を 計 測 す る 。 こ の よ う に 動 き の 激 し い 手
に 装 着 さ れ る 光 セ ン サ Ｓ ４ の 配 線 を 無 く す こ と は 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 上 述 の よ う に 光 セ ン サ Ｓ ４ は 、 患 者 １ ０ の 指 先 に 装 着 す る も の で あ り 、 就 寝 中 は
外 れ 易 く 、 し た が っ て 図 ３ （ ｂ ） で 示 す よ う に 、 こ の 光 セ ン サ Ｓ ４ も セ ン シ ン グ 部 分 の み
と し 、 別 途 患 者 １ ０ の 手 首 ２ ３ な ど に 装 着 さ れ る 記 録 装 置 Ｓ ４ ０ を 設 け て 、 そ れ ら の 間 を
配 線 Ｌ ４ で 接 続 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 ４ は 、 胸 部 運 動 を 計 測 す る 加 速 度 セ ン サ Ｓ ５ お よ び 腹 部 運 動 を 計 測 す る 加 速 度
セ ン サ Ｓ ６ の 装 着 状 況 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。 胸 部 運 動 を 計 測 す る 加 速 度 セ ン サ Ｓ ５ は
、 患 者 １ ０ の み ぞ お ち １ ５ 付 近 に 貼 付 け ら れ 、 腹 部 運 動 を 計 測 す る 加 速 度 セ ン サ Ｓ ６ は 、
臍 １ ６ 付 近 に 貼 付 け ら れ る 。 こ れ ら の 加 速 度 セ ン サ Ｓ ５ ， Ｓ ６ の 配 線 を 無 く す こ と で 、 姿
勢 の 変 化 に 対 し て も 身 体 か ら 剥 が れ 難 く な り 、 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び 各 セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ６ は 、 図 ５ で 示 す よ う に 、 親 機 Ｓ ０ の 収 納
部 Ｓ ０ ａ に 収 納 さ れ 、 収 納 状 態 で 操 作 パ ネ ル Ｓ ０ ｂ か ら の 操 作 に よ っ て 、 該 操 作 パ ネ ル Ｓ
０ ｂ 側 に 前 記 各 セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ６ の セ ン シ ン グ デ ー タ が 収 集 さ れ 、 該 操 作 パ ネ ル Ｓ ０ ｂ か
ら の 操 作 に よ っ て 、 或 い は 集 計 装 置 Ｐ か ら の 操 作 に よ っ て 、 収 集 さ れ た セ ン シ ン グ デ ー タ
が 操 作 パ ネ ル Ｓ ０ ｂ か ら 集 計 装 置 Ｐ に 一 括 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 さ れ る 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 装 置 １ に お い て 、 前 記 各 セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ６ お
よ び 記 録 装 置 Ｓ １ ０ は 、 使 用 前 に は 親 機 Ｓ ０ に 収 納 さ れ 、 操 作 パ ネ ル Ｓ ０ ｂ に 接 続 さ れ る
。 親 機 Ｓ ０ は 、 集 計 装 置 Ｐ に 接 続 さ れ て お り 、 ユ ー ザ か ら の 操 作 は 、 該 集 計 装 置 Ｐ 上 の ソ
フ ト を 通 じ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ユ ー ザ 操 作 に 応 答 し て 、 集 計 装 置 Ｐ か ら 時 刻 セ ッ ト コ マ ン ド が 親 機 Ｓ ０ に 送 信 さ れ る と
、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ な ど か ら 成 る 親 機 Ｓ ０ は 、 そ の 時 刻 セ ッ ト コ マ ン ド を 通 信 ポ ー ト
で 受 信 し 、 パ ラ レ ル ポ ー ト に 接 続 さ れ て い る 子 機 と な る 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び 各 セ ン サ Ｓ
４ ～ Ｓ ６ に 、 同 時 刻 を セ ッ ト す る 。 こ こ で の パ ラ レ ル ポ ー ト は 、 い わ ゆ る プ リ ン タ ポ ー ト
で あ る 必 要 は な く 、 複 数 の 同 時 制 御 可 能 も し く は 時 間 管 理 可 能 な 汎 用 デ ー タ ポ ー ト で も よ
い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 セ ッ ト さ れ る 時 刻 は 、 絶 対 的 に 正 確 な 時 刻 で あ る 必 要 は な く 、 絶 対 的 に 正 確 な 時 刻 か ら
ず れ が あ っ て も 、 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び 各 セ ン サ Ｓ ４ ～ Ｓ ６ に 同 じ 時 刻 が セ ッ ト さ れ れ ば
よ い 。 ま た 、 時 刻 デ ー タ で な く と も 、 単 な る ト リ ガ を 与 え る だ け で も よ く 、 そ の ト リ ガ に
合 わ せ て 、 各 子 機 が 時 刻 原 点 を 定 め れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ の よ う な 時 刻 セ ッ ト の 具 体 的 方 法 と し て は 、 集 計 装 置 Ｐ か ら の 時 刻 セ ッ ト の コ マ ン ド
に 応 答 し て 、 親 機 Ｓ ０ に 接 続 さ れ て い る す べ て の 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び セ ン サ Ｓ ４ ～ Ｓ ６
に 一 斉 に 同 時 刻 ０ を セ ッ ト す る よ う に し て も よ い （ 前 記 ト リ ガ に よ る ） 。 或 い は 前 記 記 録
装 置 Ｓ １ ０ や 各 セ ン サ Ｓ ４ ～ Ｓ ６ が 接 続 さ れ る た び に 、 親 機 Ｓ ０ が 管 理 し て い る 現 在 時 刻
を セ ッ ト す る よ う に し て も よ く 、 こ の 場 合 、 す べ て の 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び セ ン サ Ｓ ４ ～
Ｓ ６ が 同 時 に 接 続 さ れ て い る 必 要 は な い 。 た と え ば 、 あ る 時 点 で は 、 記 録 装 置 Ｓ １ ０ の み
が 接 続 さ れ て い て 親 機 Ｓ ０ は 、 時 刻 Ａ を 記 録 装 置 Ｓ １ ０ に セ ッ ト す る 。 そ の 後 の 別 の 時 点
で は 、 光 セ ン サ Ｓ ４ が 接 続 さ れ て い て 、 親 機 Ｓ ０ は 、 時 刻 Ｂ を 該 光 セ ン サ Ｓ ４ に セ ッ ト す
る と い う も の で あ る 。 親 機 Ｓ ０ が 時 刻 を 管 理 し て い る の で 、 時 刻 Ａ と 時 刻 Ｂ と い う 異 な る
時 刻 を 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び セ ン サ Ｓ ４ に そ れ ぞ れ セ ッ ト し た と し て も 、 セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ
３ と 光 セ ン サ Ｓ ４ と の 時 刻 の 差 は 、 親 機 Ｓ ０ か ら 管 理 可 能 で あ る 。 セ ン サ の 数 が 増 え て も
同 様 に セ ッ ト す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 こ う し て 、 一 旦 時 計 合 わ せ が 行 わ れ た 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び セ ン サ Ｓ ４ ～ Ｓ ６ は 、 そ れ
ぞ れ が 持 つ 時 間 管 理 の ク ロ ッ ク に よ っ て 時 刻 管 理 を 行 う 。 し た が っ て 、 そ れ ぞ れ の 記 録 装
置 Ｓ １ ０ お よ び セ ン サ Ｓ ４ ～ Ｓ ６ を 、 物 理 的 配 線 や 無 線 通 信 な ど の 通 信 手 段 を 用 い ず に 使
用 し て も 、 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び セ ン サ Ｓ ４ ～ Ｓ ６ 間 の 同 期 は 、 そ れ ぞ れ の ク ロ ッ ク の ば
ら つ き の 範 囲 内 で 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し た が っ て 、 電 池 容 量 を 大 き く し て ク ロ ッ ク を 速 く す る 程 、 前 記 ク ロ ッ ク ば ら つ き が 小
さ く な り 、 時 刻 の ず れ も 少 な く な っ て 前 記 時 刻 セ ッ ト の 頻 度 を 少 な く す る こ と が で き る け
れ ど も 、 前 記 電 池 容 量 の 関 係 で 、 必 要 最 小 限 の ク ロ ッ ク 周 波 数 と し 、 使 用 毎 に 時 刻 セ ッ ト
を 行 う こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 使 用 時 に は 、 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び セ ン サ Ｓ ４ ～ Ｓ ６ で は 、 セ ン シ ン グ デ ー タ の 記 憶 部
へ の 格 納 に あ た っ て 、 最 初 の セ ン シ ン グ デ ー タ が 時 計 部 か ら の 時 刻 デ ー タ と 合 わ せ て 格 納
さ れ 、 そ の 後 の セ ン シ ン グ デ ー タ は 、 記 憶 部 に 格 納 し て ゆ く 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で 、 各 セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ６ の デ ー タ サ ン プ リ ン グ 周 波 数 は 、 相 互 に 等 し く な く て も よ
い 。 サ ン プ リ ン グ 周 期 は 、 不 変 で あ る の で 、 最 初 の デ ー タ の 時 刻 が 分 っ て い れ ば 、 そ の 後
の デ ー タ の 時 刻 も サ ン プ リ ン グ 周 波 数 に 応 じ て 決 定 さ れ る 。 た と え ば 、 い び き 音 を 計 測 す
る 小 型 音 響 セ ン サ Ｓ ３ の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 は 、 １ ｋ Ｈ ｚ 、 加 速 度 セ ン サ Ｓ ５ ， Ｓ ６ の サ
ン プ リ ン グ 周 波 数 は ５ ０ Ｈ ｚ と す る と 、 い び き 音 セ ン サ の デ ー タ ２ ０ 個 に 対 し て 加 速 度 セ
ン サ の デ ー タ １ 個 が 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 使 用 後 は 、 各 セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ６ お よ び 記 録 装 置 Ｓ １ ０ は 、 親 機 Ｓ ０ に 収 納 さ れ 、 集 計 装
置 Ｐ か ら 、 子 機 で あ る 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び セ ン サ Ｓ ４ ～ Ｓ ６ を 順 に 指 定 し て デ ー タ 転 送
の コ マ ン ド を 送 信 す る こ と で 、 親 機 Ｓ ０ は 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び セ ン サ Ｓ ４ ～ Ｓ ６ に そ の
デ ー タ 転 送 の コ マ ン ド を 転 送 し 、 こ れ に 応 答 し て 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び セ ン サ Ｓ ４ ～ Ｓ ６
は 、 保 持 し て い る セ ン シ ン グ デ ー タ を 時 刻 デ ー タ と と も に 親 機 Ｓ ０ に 送 信 し 、 集 計 装 置 Ｐ
に 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 装 着 性 の 良 好 な 物 理 的 配 線 を 伴 わ ず に 独 立 に 動 作 す る こ と
が 可 能 な セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ６ を 用 い 、 各 セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ６ の セ ン シ ン グ デ ー タ 間 の 同 期 を 確
保 し て 、 正 確 な 診 断 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 パ ソ コ ン か ら 成 る 集 計 装 置 Ｐ を マ ス タ ー
に す る こ と に よ っ て 、 子 機 （ 記 録 装 置 Ｓ １ ０ お よ び セ ン サ Ｓ ４ ～ Ｓ ６ ） お よ び 親 機 Ｓ ０ が
も つ メ モ リ な ど の 記 憶 装 置 と し て の リ ソ ー ス は 、 必 要 最 低 限 で よ く 、 機 器 製 作 に 要 す る 部
品 代 を 低 減 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 述 の 説 明 で は 、 時 刻 管 理 を 親 機 Ｓ ０ で 行 っ た 場 合 を 述 べ た が 、 集 計 装 置 Ｐ の ソ フ ト ウ
ェ ア で 管 理 し て も 全 く 同 様 で あ る 。 ま た 、 い ず れ か の セ ン サ を 時 間 管 理 の マ ス タ と し 、 そ
の 他 の セ ン サ を ス レ ー ブ と し て 、 マ ス タ が 管 理 す る 時 刻 を ス レ ー ブ の セ ン サ に 送 信 す る こ
と に よ り 同 期 を と っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ お よ び 図 ７ は 、 以 上 の よ う な 構 成 に よ っ て 実 現 し た 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 装 置 １ を 用 い
た 本 件 発 明 者 の 実 験 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 ６ と 図 ７ と は 、 同 一 の 被 験 者 に 対 し て そ
れ ぞ れ 別 の 日 に 計 測 し た デ ー タ 例 で あ る 。 図 示 し た デ ー タ の 計 測 時 間 帯 は 、 夜 の 午 前 ２ 時
５ ９ 分 ～ 午 前 ３ 時 の １ 分 間 で あ る 。 各 グ ラ フ 間 に ま た が る 垂 直 線 は 、 計 測 デ ー タ の 同 期 性
を 調 べ る 分 析 の た め に 挿 入 し た 補 助 線 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ６ に 示 さ れ る 腹 部 運 動 で は 、 縦 軸 の 上 方 は 、 腹 部 が 膨 ら む 方 向 、 す な わ ち 吸 気 の 程 度
を 示 し て お り 、 縦 軸 の 下 方 は 、 腹 部 が 萎 む 方 向 、 す な わ ち 吐 気 の 程 度 を 示 し て い る 。 垂 直
方 向 の 補 助 線 は 、 腹 部 運 動 を 基 準 に し た 吸 気 の ピ ー ク 値 に 挿 入 し て い る 。 な お 、 腹 部 お よ
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び 胸 部 運 動 の 計 測 に 用 い て い る 加 速 度 セ ン サ Ｓ ５ ， Ｓ ６ は 、 ｘ ， ｙ ， ｚ の ３ 軸 の 加 速 度 成
分 が 計 測 可 能 で 、 身 体 へ の 装 着 方 向 は 、 頭 部 か ら 足 方 向 を ｘ 、 右 か ら 左 方 向 を ｙ 、 背 か ら
腹 方 向 を ｚ と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 補 助 線 か ら の 時 間 推 移 を 見 る と 、 腹 部 運 動 が 吸 気 の ピ ー ク 値 を 示 し た 直 後 に い び き 音 が
発 生 し て い る こ と が 理 解 さ れ る 。 口 呼 吸 お よ び 鼻 呼 吸 の グ ラ フ は 、 縦 軸 の 上 方 は 吐 気 （ に
よ る 温 度 上 昇 ） の 程 度 を 、 下 方 は 、 吸 気 （ に よ る 温 度 低 下 ） の 程 度 を 示 し て い る 。 補 助 線
で 示 さ れ て い る よ う に 、 腹 部 運 動 の 吸 気 の タ イ ミ ン グ に ほ ぼ 同 期 し て 、 鼻 呼 吸 の 吸 気 が 行
わ れ て い る こ と が 理 解 さ れ る 。 ま た 鼻 呼 吸 と 比 較 し て 、 口 呼 吸 の 程 度 は 小 さ い も の の 、 い
び き と ほ ぼ 同 期 し て い る こ と も 認 識 で き る 。 こ れ ら の デ ー タ か ら 、 吸 気 後 に い び き が 発 生
し て は い る も の の 、 換 気 と し て の 呼 吸 は 正 常 に 行 わ れ て い る こ と が 見 て と れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 図 ７ で は 、 鼻 呼 吸 の 吸 気 の ピ ー ク に 少 し 遅 れ て 、 口 呼 吸 の 吸 気 ピ ー ク が 現 れ て い
る こ と が 理 解 さ れ る 。 こ の こ と か ら 、 口 呼 吸 も あ る 程 度 行 わ れ て お り 、 口 腔 内 や 喉 頭 部 が
乾 燥 す る 傾 向 に あ る と 推 測 さ れ る 。 ま た 図 ７ の 胸 部 運 動 の デ ー タ は 、 横 向 き に 姿 勢 が 変 わ
っ た と き の デ ー タ で あ り 、 図 ６ で 示 し て い る 腹 部 運 動 と は か な り 異 な っ た 波 形 を 示 し て い
る 。 図 ７ の 胸 部 運 動 で 示 さ れ る ｘ ， ｙ ， ｚ の 各 成 分 は 、 変 化 の 方 向 は 各 々 異 な っ て い る も
の の 、 呼 吸 に 応 じ た 周 期 的 な 変 化 を し て い る こ と が 認 識 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 に 述 べ た よ う に 、 実 際 の 無 呼 吸 診 断 に お い て も 各 セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ６ か ら 得 ら れ る デ
ー タ を 総 合 的 に 分 析 し て 、 １ ０ 秒 以 上 の 無 呼 吸 の 発 生 頻 度 を 計 算 す る の で 、 各 デ ー タ の 時
間 的 相 関 関 係 は 、 非 常 に 重 要 で あ る と と も に 、 患 者 へ の セ ン サ Ｓ １ ～ Ｓ ６ や 記 録 装 置 １ ０
の 装 着 負 担 を 軽 減 し て 睡 眠 を 妨 げ な い よ う に し 、 正 確 な デ ー タ が 得 ら れ る よ う な 機 器 構 成
に す る こ と が 重 要 で あ り 、 本 発 明 は 、 効 果 的 で あ る と 言 え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に 係 る 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 装 置 の 概 略 的 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 鼻 呼 吸 量 を 計 測 す る 温 度 セ ン サ 、 口 呼 吸 量 を 計 測 す る 温 度 セ ン サ お よ び い び き 音
を 計 測 す る 小 型 音 響 セ ン サ の 装 着 状 況 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 血 中 酸 素 濃 度 を 計 測 す る 光 セ ン サ の 装 着 状 況 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 胸 部 運 動 を 計 測 す る 加 速 度 セ ン サ お よ び 腹 部 運 動 を 計 測 す る 加 速 度 セ ン サ の 装 着
状 況 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 記 録 装 置 お よ び 各 セ ン サ を 収 納 し て 成 る 親 機 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 件 発 明 者 の 実 験 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 本 件 発 明 者 の 実 験 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ 　 　 睡 眠 時 無 呼 吸 検 査 装 置
１ ０ 　 　 患 者
１ １ 　 　 耳 部
１ ２ 　 　 鼻 の 下 の 部 分
１ ３ 　 　 喉 の 部 分
１ ４ 　 　 人 差 し 指
１ ５ 　 　 み ぞ お ち
１ ６ 　 　 臍
２ １ 　 　 衣 服
２ ２ 　 　 ポ ケ ッ ト
２ ３ 　 　 手 首
Ｌ １ 　 　 共 通 の 配 線
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Ｌ ３ ， Ｌ ４ 　 　 配 線
　 Ｐ 　 　 集 計 装 置
Ｓ ０ 　 　 親 機
Ｓ ０ ａ 　 収 納 部
Ｓ ０ ｂ 　 操 作 パ ネ ル
Ｓ １ 　 　 鼻 呼 吸 量 を 計 測 す る 温 度 セ ン サ
Ｓ ２ 　 　 口 呼 吸 量 を 計 測 す る 温 度 セ ン サ
Ｓ ３ 　 　 い び き 音 を 計 測 す る 小 型 音 響 セ ン サ
Ｓ ４ 　 　 血 中 酸 素 濃 度 を 計 測 す る 光 セ ン サ
Ｓ ５ 　 　 胸 部 運 動 を 計 測 す る 加 速 度 セ ン サ
Ｓ ６ 　 　 腹 部 運 動 を 計 測 す る 加 速 度 セ ン サ
Ｓ １ ０ ， Ｓ ４ ０ 　 記 録 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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